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2024年度が始まり考え
られる問題が数多くある。
円安ドル高の中、日経平
均株価がバブル経済時の
最高値を超えて 4 万円台
へ入っています。バブル
期の1991年に当時のウォ
ーターフロントにオープ
ンしたディスコのジュリ
アナ東京で女性達が踊る
映像や男たちが酔いしれ
る姿、それから株価は下落へ一直線でデフレス
パイラル起こして失われた 30 年。ゼロ金利政
策、デフレ脱却への道しるべ、そして大会社の
資産健全化の長い道のりが、今ようやく外国人
の投資家に評価され、新 NISA の開始とあいま
ってバブルでない資産価値に相応した価格だと
株屋さんは言っております。昔から株の価格は
直近将来値と言われております。期待しましょ
う。

そんな中、遠隔地と空間を使った「オレオレ
詐欺」から始まった劇場型詐欺 「ルフィ強盗」、 
SNSを使った「経済詐欺」、 「ロマンス詐欺」、「時
計シェアー」さらには見えないデジタルのビッ
トコイン等「時空」を使った犯罪が多くなりま
した。世界ではロシアとウクライナの戦争、イ
スラエルとハマスの戦争、スエズ運河の運行問
題、日本の防衛問題と焦眉の急な問題が山積す
る中、国会は自民党の裏金問題にかまけている。
物価と賃金、国民の安心と安全も検討してもら
いたい。

さて、2023 年の製紙産業は生産、出荷とも 2
年連続で前年を下回りました。その為、製紙各
社は需要構造に合わせた生産体制に転換しなが

ら環境及び社会ニーズに
対応した持続可能な社会
形成への貢献が出来る体
制づくりに取り組んでい
ると聞いております。

古紙は紙の生産が減り、
発生は年を追うごとに減
少している。板紙はコロ
ナによる買い控えとイン
バウンド需要も期待され
たほど伸びておらず板紙

の需要拡大に今ひとつの状況である。
23 年は古紙の輸出量が 22 年より多かったた

め需給バランスが取れた 1 年でしたが、数量は
393 千トン増えたが、金額は 22 年の 532 億円に
対し、23 年は 479 億円と約 53 億円少なくなっ
ている。時の相場もありますが数量が伸びたの
に金額が減ったことを厳しく受け止める必要が
あります。今年はこのことを絶えず考えて業界
の売上金額を確保することが重要と思います。

私的なことで恐縮ですが、今年は大学を卒業
して 60 年になりますが、レンゴー八潮工場も一
緒です。この度工場のオフィス棟が竣工されま
す。その際には古紙納入業者「八潮会」が竣工
記念を贈りたいと申し入れたところ 5.5 メート
ルの高さの時計塔になりました。その際発表さ
れたモチーフが工場と納入業者会が「共に生き、
成長し、支えあってきた」と聞いて感激して、
感無量で一晩中 60 年を振り返っていました。関
東商組のメンバーは製紙工場と共に歩み、そし
て共に発展してきたと思います。今後も原料供
給者として持続的に連帯感を持ち、使い易いよ
い原料作りに邁進していきましょう。

 （2024 年 3 月 8 日 記）

関東製紙原料直納商工組合
理事長

大久保　信隆

支えあい～製紙工場とともに 
歩んできた 60年に思う～

巻 頭 言
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令和5年度　第7回　理事会報告

開　　催：令和 5 年 12 月 22 日（金）
　　　　　15：00 ～ 16：45
　　　　　於　組合会議室
出席状況：出席…21名（理事 19名　監事 2名）

１．古紙持ち去り関係
GPS 追跡調査実施状況
正規ルート 2 件。（11 月理事会から本理事
会の間）

（記載一部省略）
２．各支部市況報告

（記載省略）
３．段ボール古紙需給調整事業の実施状況

12 月の台湾向け段ボール古紙の出荷先が提
示され、協力をお願いした。
本事業は 12 月で終了となる。

４．組合員の脱退申込みへの対応
株式会社タカハラの本年度末での脱退が承
認された。

５．物流の 2024年問題に関する最終とりまとめ

とりまとめを基に日資連と協議していくこ
とが承認された。

６．各会議報告
（1）総務財務委員会（12 月 14 日開催）

11 月末の収支はバランスがとれている。
（2）正副理事長会（12 月 14 日開催）
（3）総合運営委員会（12 月 14 日開催）

７．近代化推進委員会報告
（1）経営革新委員会（12 月 12 日開催）

・ 古紙リサイクルアドバイザー試験、品質
管理責任者の試験問題について現状にそ
ぐわないものを抽出した。

・ 2023 年十大ニュース選定を行った。悪い
ニュースが多く本年の業界を象徴、順位
選定は行わない。

（2）安全防災委員会
安全衛生推進者養成講座の申し込みを終
了した。
リチウムイオン電池による火災が増えて
いるので一層の注意を促した。

（3）需給委員会（11 月 28 日開催）
・ 国際マーケット調査事業再開に向けて現

関東商組 理事会報告
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　静岡県賀茂郡河津町は2月に咲く河津桜

の発祥地。川べりの両側に満開の桜が850

本連なり、辺りの桜も合わせると 8000 本

の早春の桜が観光客の目を和ませ、2月末

まで 1ヶ月もの期間、賑わいます。

　淡いソメイヨシノより、目を引く濃いピ

ンク色が美しく鮮やかです。

�渉外広報・IT 委員会　相談役　須長利行
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在見積もり合わせに参加している商社 8
社へ、引き続き協力していただけるかの
アンケートを実施、7社が引き続き参加
すると申し出た。12月の委員会で見積も
り合わせを提出してもらうように各社へ
発信。1月積みから実施するべく準備を
していく。
・�発生減が続き在庫も少ない中、高値を下
げきれていない地域が多い。年末年始に
例年よりも長めの休転を予定しているメ
ーカーも多く、一時的に在庫が増える可
能性が高い。

（4）三紙会（11 月 25 日開催）

11 月
前月比 前年比

段ボール �99.6％ 98.4％
新　　聞 �97.8％ 89.7％
雑　　誌 �98.5％ 95.6％

（5）渉外広報・IT委員会
かんとう編集部会（12 月 7 日開催）
かんとう223号の校正会議、224号の企画
会議を行った。223号は1/20に発行予定。

８．その他
（1）�事務局員の異動（中尾有慶の退職　令和

5年 12 月 31 日付）
（2）事務局年末・年始休暇

2023年12月29日（金）～2024年1月4日（木）
緊急時は富所まで（090-2326-7264）

各種統計資料
₁．�関東商組　32 社古紙在庫月別報告書
（2023 年 11 月）

２．�全原連　各地区古紙在庫月別報告書（2023
年 10・11 月）

３．�国内における段ボール古紙量の月別増減
表（2023 年 10 月）

４．�財務貿易統計　古紙輸出まとめ（2023年
10 月）

５．�日立・千葉・東京・川崎・横浜合計通関
実績（2023 年 10 月）

６．�日本製紙連合会　紙・板紙需給速報（2023

年 11 月）
７．�日本製紙連合会　紙・板紙品種別生産・
出荷・在庫高表［暫定］（2023 年 11 月）

◎次回開催　令和6年 2月 22日（木）15：00～
　　　　　場所　組合会議室

令和5年度　第8回　理事会報告

開　　催：令和 6年 2月 22日（木）
　　　　　15:00 ～ 16:10
　　　　　於　組合会議室
出席状況：出席…21名（理事19名、監事2名）

１．古紙持ち去り関係
（1）GPS 追跡調査実施状況

正規ルート 2件。（12 月理事会から本理
事会の間）

（2）令和 6年度 GPS 追跡調査に関する方針
現状の運用方法にて実施する。
なお、持ち去り禁止法令の制定・施行後
は再検討する。

２．各支部市況報告
（記載省略）

３．次期役員改選に伴う役員候補
（1）関東商組

地域別役員候補被推薦者名簿の通り承認
された。被推薦者は役員候補推薦承諾書
を 3/8 までに提出することが決定した。

（2）全原連（関東商組分）
役員候補者名簿の通り承認された。

４．需給安定基金の支給
需給安定基金加入組合員へ「物流の2024年
問題」への準備及び対策に係る支援金を
3/22 に支給することが承認された。

５．TAMA-3R フォーラムへの協賛
例年通り協賛することが決定した。（1口 1
万円）

６．各会議報告
（1）総務財務委員会（2月 15 日開催）

今期の収支見込を確認した。
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（2）正副理事長会（2 月 15 日開催）
（3）総合運営委員会（2 月 15 日開催）

７．近代化推進委員会報告
（1）経営革新委員会（1月12日・2 月13日開催）

・ 古紙リサイクルアドバイザー及び品質管理
責任者の試験問題について全原連の委員
会と連携して秋には新テストを完成させる。

・ 次年度の委員会計画として古紙リサイク
ルアドバイザーのシステム運用を構築す
る。11 月研修会を予定している。

（2）安全防災委員会
3 月に 2 日に分けて安全衛生推進者養成
講座を開催する。

（3）需給委員会（12 月 20 日・1 月 24 日開催）
・ 見積もり合わせは 1 月段ボールについて

は台湾向け、2 月段ボールはベトナム向
けで成立した。

・ 発生減が続き、年末年始に増えた在庫は
すぐにランニングとなった地域が多い。

（4）三紙会（1 月 30 日開催）

12 月
前月比 前年比

段ボール 112.2％ 98.1％
新　　聞 110.0％ 89.8％
雑　　誌 118.8％ 97.1％

1 月
前月比 前年比

段ボール 84.6％ 99.3％
新　　聞 86.1％ 90.5％
雑　　誌 87.7％ 97.3％

（5）渉外広報・IT 委員会
IT 活用部会（2 月 1 日開催）

　　 ホームページリニューアル以降の必要な
コンテンツの確認を行った。更新が滞っ
ているコンテンツと解消方法の確認をし
た。

８. その他
（1）ヤード内における災害（火災）情報
（2）各種統計資料
₁． 関東商組　32 社古紙在庫月別報告書

（2023 年 12 月・2024 年 1 月）
₂． 全原連　各地区古紙在庫月別報告書

（2023 年 12 月・2024 年 1 月）
₃． 財務貿易統計　古紙輸出まとめ（2023 年

11・12 月）
₄． 日立・千葉・東京・川崎・横浜合計通関

実績（2023 年 12 月）
₅． 日本製紙連合会　紙・板紙需給速報（2023

年 12 月・2024 年 1 月）
₆． 日本製紙連合会　紙・板紙品種別生産・

出荷・在庫高表［暫定］
（2023 年 12 月・2024 年 1 月）

◎次回開催　令和 6 年 3 月 27 日（水）15：00 ～
　　　　　場所　組合会議室

http://www.kk-sakurai.com/
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令和5年度　12月　定例会

日　時：令和 5 年 12 月 21 日（木）
　　　　15 時 30 分～ 17 時 00 分
場　所：関東製紙原料直納商工組合 会議室
幹　事：斎藤　元司・㈱斎藤英次商店
　　　　井出　一之・井出紙業㈱
報告者：井出　一之・井出紙業㈱

【令和 5 年 11 月
 裾物主要三品仕入実績報告（34 社）】

［段ボール］　前月比　 99.6％　前年比　98.4％
［新　　聞］　前月比　 97.8％　前年比　89.7％
［雑　　誌］　前月比　 98.5％　前年比　95.6％

【ブロック別仕入平均単価報告】
○各地区発表
　平均単価： 段ボール…9.60円、新聞…11.79円、

雑誌…4.57 円
［総括］仕入価格に大きな変化はないが、一部で

は高値も散見される。

【各委員会活動報告】
●業務委員会：

（１）パルプ市況報告（11 月積み）
［NBKP］　＄価格  870 前月比 ＋30
［LBKP］　＄価格  695～745 前月比 ＋30
［総括］中国マーケット、欧米マーケットともに

価格が上昇している。ただし、中国マーケッ
トでは 5 月以降 LBKP を中心に動いていた上
昇ベースに勢いが見られなくなってきた。こ
れまで需要を牽引していた家庭紙メーカーに
おいても稼働率が下がり始めている。それで
も、依然として一定の需要は見られる模様。

欧米マーケットにおいても需要そのものの盛
り上がりは見られないが、中国マーケットと
比較するとネット価格のレベルに差があるこ
とから、サプライヤーは値上げに取り組んで
いる。

〈NBKP〉2 か月連続の値上げとなった。直近、
足元の中国マーケットでは輸入価格は上昇し
たが、上海先物市場やトレーダーによる在庫
販売価格は軟化している。また、北米などで
はチップ不足等による生産調整が続いている
が、北欧サプライヤーの新工場稼働による供
給増があり、次月以降は “ 横ばい ” あるいは
“ 少し弱含み ” で推移すると思われる。

〈LBKP〉3 ヶ月連続で価格が上昇した。中国で
は 10 月下旬以降、中小家庭紙メーカーの稼働
率が下がり始めており、需要の盛り上がりが
感じられない。NBKP 同様、トレーダーによ
る在庫販売価格は軟化傾向となっている。一
方、サプライヤーサイドはメンテナンスシャ
ットダウンや生産トラブルによる生産減、在
庫減という状況にあり、これまでの受注残も
抱えていることから、さらに値上げしたい考
えがある。需給バランス、価格動向には引き
続き注視していく必要がある。

（２）上物古紙市況報告
［家庭紙］消費マインドの落ち込みやパルプ物・

輸入品のシェア拡大により、古紙物の動きは
低調に推移。一方、景気の鈍化により大きく
操業を止める印刷・製本工場が多く、産業古
紙の発生は大幅に減少しており、生産動向に
関係なくタイト感が継続すると考えられる。

［白板］一部高級板紙の生産減があり、表下に使
用する原料の需要が緩む可能性あり。しかし
ながら家庭紙同様、産業古紙の発生減が顕著
であるため、大きな余剰にはならないと思わ
れる。

［総括］1 ～ 10 月の紙・板紙の生産統計が発表
され、前年同月比で▲ 7.3％となった。洋紙の
生産減は相変わらずだが、板紙の生産減が大
きく影響する形となった。パッケージの減少

三 紙 会 報 告
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は、①食品ロス対策　②通販の伸び悩み　③
人口の減少　などが考えられ、インバウンド
需要でどこまで補えるか？もカギとなる。

　　生産減に伴い回収量も前年同月比で▲3.8％
となっており、古紙業者間の過当競争が懸念
される。

● 研究委員会：①  2023 年 12 月度の新聞・チラ
シ重量調査の協力依頼

②2024年3月　移動委員会に関
する説明

●その他　　： 裾物三品仕入実績表　フォーム
変更に伴う仕様説明

次回の三紙会は【1 月 30 日（火）15 時 30 分～】
とする。活動内容の予定は以下の通り。
　○裾物三品仕入実績報告
　○ブロック別仕入平均単価報告
　○各委員会報告

※定例会後に 17：30 より忘年会を中国料亭「翠
鳳」で実施した。

令和6年度　1月　定例会

日　時：令和 6 年 1 月 30 日（火）
　　　　15 時 30 分～ 17 時 00 分
場　所：関東製紙原料直納商工組合 会議室 
幹　事：後藤　和則・㈱高岡
　　　　木ノ下　知宏・㈱須賀
報告者：後藤　和則・㈱高岡

【令和 5 年 12 月
 裾物主要三品仕入実績報告（34 社）】

［段ボール］　前月比　112.2％　前年比　98.1％
［新　　聞］　前月比　110.0％　前年比　89.8％
［雑　　誌］　前月比　118.8％　前年比　97.1％
［総　　括］３品とも平均単価は、ほぼ前月横ば

い。段ボール・新聞の高値仕入が見受けられ
る。

【ブロック別仕入平均単価報告】
○各地区発表
　平均単価： 段ボール…9.63円、新聞…11.80円、

雑誌…4.68 円

【各委員会活動報告】
●業務委員会：

（１）パルプ市況報告
［NBKP］　＄価格  870 前月比  ±0
［LBKP］　＄価格  715~765 前月比 ±20
（２）上物古紙市況報告
［家庭紙］インバウンド需要により駅やホテル、

商業施設でのトイレットペーパーの消費は増
えているものの、消費マインドの落ち込みで
家庭向けが伸びず、また輸入品の増加やエア
タオル使用の回復などによりペーパータオル
も含めて製品の動きは良くない状況。一方で
印刷・製本工場からの産業古紙の発生は大幅
に減少しており、生産動向に関係なくタイト
感は継続している。

［白板］インバウンド需要や旅行・イベント再開
の人流増加によるお土産品・弁当などの販売
増が、白板製品の需要増加にリンクしていな
い状況であり各社減産基調。しかしながら家
庭紙同様、産業古紙の発生減が顕著であるた
め、原料に関しては大きな余剰にはならない
と考える。

［総括］2024 年の紙・板紙の国内内需は、前年
見込みに比べて3.1％減少するとの見通しが発
表された。

　　3 年連続のマイナスとなる。紙は　6.5％の
減少。書籍や雑誌、広告物でネット媒体への
シフトが一段と進むと見られ。オフィスのペ
ーパーレス化や政府のデジタル化推進の影響
も大きい。板紙は需要の大半を占める段原紙
が 0.2％の増、白板が 0.6％の減で、板紙全体
では微減を予測している。

●研究委員会： 2023 年 12 月実施の「新聞・チ
ラシ重量調査」の報告
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次回の三紙会は【2 月 20 日（火）15 時 30 分～】
とする。活動内容の予定は以下の通り。
　○裾物三品仕入平均単価報告
　○ブロック別仕入平均単価報告
　○各委員会活動報告

令和6年度　2月　定例会

日　時：令和 6 年 2 月 20 日（火）
　　　　15 時 30 分～ 17 時 00 分
場　所：関東製紙原料直納商工組合 会議室 
幹　事：冨澤　進一・㈱富澤
　　　　佐々木　健・栗原紙材㈱
報告者：川嶋　秀明・㈱ナコジ

【令和 6 年 1 月
 裾物主要三品仕入実績報告（34 社）】

［段ボール］　前月比　84.6％　前年比　99.3％
［新　　聞］　前月比　86.1％　前年比　90.5％
［雑　　誌］　前月比　87.7％　前年比　97.3％
［総　　括］３品とも前年比割れで発生減少が続

いている。
【ブロック別仕入平均単価報告】
○各地区発表
　平均単価： 段ボール…9.06円、新聞…11.88円、

雑誌…4.71 円

【各委員会活動報告】
●業務委員会：

（１）パルプ市況報告
　　 報告なし

（２）上物市況報告
［家庭紙］大王製紙が 4 月 1 日出荷分から 10％

以上の値上げを発表したのに続き、王子ネピ
ア・日本製紙クレシアも 4 月 22 日出荷分から
5 ～ 10％以上の値上げを打ち出した。2024 年
問題を背景にした値上げと見られ、パルプ物
の値上げは再生品値上げの追い風になると推
測する。

［白板］インバウンド増を含めた人流増加を背景

に、化粧品・医薬品向けはまだ良いものの、
ティッシュペーパーのソフトパック化などの
需要減が大きく影響しており、引き続き各社
減産基調。しかしながら家庭紙同様、産業古
紙の発生減が顕著であるため、原料に関して
は余剰にはならないと考える。

［総括］グラフィック用紙の内需は、情報手段の
多様化やデジタル化などの構造的要因により
減少が続いており、2023 年は価格改定の影響
もあって、新聞用紙・塗工紙・情報用紙とも
前年を大きく下回った。2024 年も情報・広告
分野を中心にデジタル化の加速などによりマ
イナスを予想している。

　　先日、日経産業新聞が 3 月末での休刊が発
表された。ここ数年は雑誌の休刊も相次いで
おり、製品出荷減→回収量の減が顕著となっ
ている。

●広報委員会： 2 月 26 日（月）広報委員会開催
予定

●研究委員会： 3 月新聞・チラシ重量調査依頼
●財務委員会： 季節変動係数算出依頼
● その他
　・ 会員の交代あり、栗原紙材（株）　佐々木健

氏より岩崎達弥氏へ変更
　・ 令和 6 年度の総会　4 月 30 日開催予定

次回の三紙会は【3月 27日（水）～ 28日（木）　
於：石和温泉】とする。活動内容の予定は以下
の通り。
　○裾物三品仕入実績報告
　○ブロック別仕入平均単価報告
　○各委員会報告
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関東製紙原料直納商工組合（以下、「関東商
組」）は去る 1 月 18 日、東京・荒川区のアート
ホテル日暮里にて新年会を開催した。新型コロ
ナ感染症が 5 類に移行していることもあり、昨
年に引き続き懇親会を含む通常開催となったが、
元旦の能登半島地震で多くの犠牲者・被災者が
出ている現実に鑑み、乾杯は行われなかった。

当日は来賓として、各界・各団体の代表らが
約 30 名ほど招かれた。資源リサイクル推進議
員連盟から松原仁・衆議院議員、葉梨康弘・衆

議院議員ほか、経産省製造産業局素材産業課か
ら土屋博史課長ほか、さらに日本製紙連合会、
古紙再生促進センター、東京都中小企業団体中
央会など、関連団体の代表が一堂に会した。

アートホテル日暮里で開かれた関東商組の新
年会式次第は開会の辞に始まり、理事長挨拶、
来賓祝辞と続いて懇親会に移行、歓談が続く中、
中締め、閉会の辞で締めくくられた。司会進行
は斎藤大介副理事長。

以下、各氏の挨拶要旨を紹介する。

〔開会の辞〕齋藤　米蔵 副理事長
元旦から能登半島が大変なことになっていま

す。被災に遭われた方々にお見舞いを申し上げ

ますとともに、この場においては、コロナ禍な
どもありましたが、昨年に引き続きリアルで開
催できたことは大きな喜びです。皆様方も、こ
の時間は和やかに過ごしていただきますようお
願いして、開会の辞とさせていただきます。

＊
〔理事長挨拶〕大久保 信隆　理事長

日本製紙連合会の発表によれば、2023 年の生
産量は紙が前年比△ 7.4％の 1,044 万 t、板紙が
同△ 6.5％の 1,158 万 t で、ともにマイナスだっ
た。紙・板紙生産の減少で古紙の発生量も年々
減っているが、回収率は 1 ～ 11 月の累計で 81.5
％と高水準を保っている。また古紙の輸出は通
年で前年を 2 割ほど上回る 220 万 t 強に達する

〔開会の辞〕 齋藤　米蔵・副理事長

●関東製紙原料直納商工組合　新年会

発生減少、物流、持ち去り
…課題は山積みだが、
一致団結して乗り切ろう

寄稿
株式会社 紙業タイムス社
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見通しで、需給のバランスはうまく取れている
のではないかと思っている。

今年はどうかというと、段ボールについては全
段連が＋0.5％で142 億㎡との予想を出している。
段ボールは年々薄物化しているので、原紙の重
量としては実質横ばい程度だろう。したがって
段ボール古紙の発生が上向くことは、あまり期待
できないのではないか。紙・板紙の生産が年々
減少傾向にある中、古紙の発生も減っている。

では、どうすればよいか。やはり適正な価格で
仕入を行っていかなければならないと思う。限ら
れた数量の中で適正利潤を確保し、課題である
2024 年物流問題への対応、すなわち労働時間の
短縮と賃上げを実施して雇用の安定を図っていく
必要がある。その意味でも私としては今後、日曜
日は集団回収を全休にしたいと思っている。残業
時間を少しでも減らせるよう、やっていきたい。

もう一つ、最近、リチウムイオン電池による火
災が発生している。製紙会社や問屋のヤードで
火災が出るというのは困った事態だ。異物の除
去を徹底して行わないといけない。だから今年
は選別強化を図る年にしたい。支部や各委員会
で話し合って、組合活動を実践していきたい。変
革の時代にに対応していくためには、組合員の
協調が一番大切だと思う。今年も団結しながら
頑張っていきましょう。

〔来賓祝辞〕松原　仁 衆議院議員 / 資源リサ
イクル推進議員連盟 事務局長

本来であれば、資源リサイクル推進議員連盟
の甘利明会長がご挨拶をすべきところだが、海
外出張につき出席できないため、事務局長であ
る私が代理で挨拶をさせていただく。

先ほどおっしゃられたように、元旦の午後に
大きな震災が起きた。私も正月の 4 日から一昨
日まで募金活動を行っていた。日本には助け合
いの精神があるので短期間に義援金が集まり、
目黒郵便局から赤十字に 234 万円を送金するこ
とができた。この場を借りて御礼申し上げる。

募金活動にもいろいろなドラマがあり、東京工
業大へ行った時は、何と 1 人も募金をしてくれ
ない。どうしてだろうと思っていたら、学生が
寄ってきて「松原さん、これ PayPay でできな
いの？」という。そうか、これからは箱に QR
コードを書いておかないといけないんだなあ、
と思ったりした。

こんな感じでテクノロジーは日々進化してい
る。私たちリサイクル議連においても、新しい
テクノロジーを入れていかなくてはならない。
私たちは立場上、いつもさまざまな要望を受け
ている。昨今は古紙持ち去りの問題などもあり、
これはワーキングチームを作って取り組んでい
る。もう一つはシートベルトの問題。例えば公
の清掃車は、公的作業をしている時にはシート

「日曜日は集団回収を全休にして労働時間を短縮し、
雇用の安定を図りたい」と挨拶する大久保信隆理事長

〔来賓祝辞〕 松原　仁・衆議院議員
（資源リサイクル推進議連・事務局長）
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ベルトを着用しなくてもよいのだが、民間委託
された清掃車だと着用しないといけない。同じ
作業をしているのだから、実態は同じ。だから
同じ扱いにした方がよい。これは環境省と警察
との話合いになる。

何にせよ、一番大事なのは一致団結し結束し
て物事に当たることではないだろうか。今年も
皆様の活躍を祈念いる。

〔来賓祝辞〕土屋　博史・経産省素材産業課長
（代読：西川　康文・素材産業課長補佐）

土屋　博史 経済産業省製造産業局素材産業課　
課長（震災対応のため出席できず、西川　康文
課長補佐が文書を代読）

紙業界は資源のリサイクルが早くから確立さ
れている。昨今、古紙需給がタイトになってき
ているが、古紙業界の皆様が国内製紙メーカー
への供給を第一にしてくれているので、古紙の
国内循環が保たれている。また被災地にも段ボ
ールハウスや、トイレットペーパーなどをいち
早く供給していただいていており、心より御礼
申し上げます。

紙は 2000 年頃をピークに、内需は減少傾向に
ある。しかし近年は脱プラの流れもあり、バイ
オリファイナリー製品の開発も盛んになってき
た。私たちもサポートするので皆様方におかれ
ても、これをビジネスチャンスと捉え取り組ん
でいただきたい。

紙は持続可能な社会の実現に向けて努力してき

た産業だ。今、産業界では GX が加速している。
紙パルプにおいても専門家の知見などを借りながら
ブラッシュアップし、GX 投資を通じてCO2 削減な
どに取り組み産業競争力を高めていってほしい。

〔来賓祝辞〕 葉梨　康弘・衆議院議員
（資源リサイクル推進議連・副幹事長）

〔来賓祝辞〕葉梨　康弘　衆議院議員 / 資源
リサイクル推進議員連盟 副幹事長

年初から心の痛むニュースが続いているが、日
本国民一丸となって復興復旧に励み、最終的に
は「ああ、今年も悪くない年だった」と思えるよ
うに頑張っていかないといけないと思っている。

日本の古紙リサイクルシステムは紛れもなく
世界の最先端だ。私たちはこれを誇りに思って
よい。先ほど、松原事務局長からもお話があっ
た古紙の持ち去り問題。これは日本の古紙リサ
イクルシステムという喉に刺さったトゲのような
ものだと思う。これを取り除き、古紙リサイクル
を日本における環境負荷低減のトップランナー
としていかなくてはならない。対策の中身につ
いては、もうすでにアイディアが出来ている。早
期にワーキングチームを立ち上げ、春のうちに
条文まで仕上げたい。問題は今の国会が荒れそ
うだということ。ただ幸い、この議員連盟は超
党派であり、自民だけでなく野党の方々もおら
れる。野党にもご理解をいただき、この法律を
平穏に成立まで持ち込めるようにしていきたい。
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〔来賓祝辞〕昇塚　清謙　古紙再生促進セン
ター関東地区委員会 委員長（王子エコマテ
リアル）
関東商組は昨年、設立60周年を迎える。人間
で言えば還暦という一つの節目でもあり、今年
は新たな 10 年の始まりの年だと考えている。
10 年ずつの区切りで考えると、ちょうど 30
年くらい前に古紙の回収が大きく増えていった。
20年前になると、古紙の回収が消費を上回るよ
うになり、古紙輸出が増えた。10年ほど前から
は紙の消費が減り、それにつれて回収も減少し
た。近年はその減少がさらに進み、中国が古紙
輸入を禁止したことで輸出先は東南アジア各地
にに分散している状況だ。
環境もまた10年ごとに変化していく。近年は
SDGsなど、環境意識がさらに高まっている。古
紙を取り巻く環境だけでなく、いろいろなこと
をトータルに考えていかなくてはいけない時代
だ。物流の2024年問題、人口減少による人手不
足…課題は次々にやってくるが、古紙再生で事
業を行っている者として、本年もこれらの課題
に一丸となって取り組んでいきたい。

＊
〔中締め〕藤川　達郎　副理事長
ご来席の皆様、本日は誠にありがとうござい
ました。今年は元旦から 2つの大きな出来事が
あった。そして 3つ目の事故として、東京都製
紙原料協同組合の上田理事長が足の指を骨折さ

れたという…本日はそんな中、ご出席いただい
ている。実に波乱の幕開けとなった。
本年は物流問題もいよいよ本格化し、人手不

足に拍車がかかると思われる。諸問題が山積し
ているが、業界一同で頑張っていこう。

＊
〔閉会の辞〕梶野　隆史　副理事長
皆様の地震の話題で今年 1年は暗いのかなと

思ったが、昨日は阪神淡路大震災の日で、私が
前の会社を辞めるきっかけとなった。この地震
以降は給料 6割支給、かつ月に 1回会社に来る
なという風になったが、これが幸いして 3月の
地下鉄サリン事件に遭わずに済んだ。今回も決
して悪いことばかりではないという事と、災い
転じて福と成す 1年になれば、と皆様に申し上
げて閉会の挨拶とさせていただきたい。

〔来賓祝辞〕 昇塚　清謙・古紙センター関東地区委員長 〔中締め〕 藤川　達郎・副理事長

〔閉会の辞〕 梶野　隆史・副理事長
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全国製紙原料商工組合連合会は 1 月 25 日、東京・台
東区の浅草ビューホテルで新年会を開催した。

冒頭、開会の辞を石川喜一朗 副理事長（中部商組：
石川マテリアル）が述べた後、栗原正雄 理事長（関東
商組：栗原紙材）が挨拶。その後、来賓を代表して資源
リサイクル推進議員連盟の松原仁 事務局長（衆議院議
員）、松島みどり氏（衆議院議員）、葉梨康弘 副幹事長（衆
議院議員）、日本製紙連合会の加来正年 会長（王子ホー
ルディングス）、古紙再生促進センターの長谷川一郎 代
表理事（レンゴー）、経済産業省製造産業局素材産業課
の土屋博史 課長が登壇し、それぞれ祝辞を述べた。

その後の祝宴ではアトラクションとして、地元浅草の
芸子衆による「新春の舞」が披露されるなどした。中締
めは岩渕慶太 副理事長（九州商組：イワフチ）、閉会の
辞は大久保信隆 副理事長（関東商組：大久保）が行い、
和やかなうちに新年会は終了した。

以下、各氏の発言をピックアップする。
＊

〔開会の辞〕 石川喜一朗 副理事長

サーキュラーエコノミーへ多大な貢献を果たしている古紙業

界

昨年は、いろいろな出来事があった。特にスポーツで
は感動をいただき、希望をいただいた。今年は辰年。つ
まり、中日ドラゴンズを優勝させる――そういう方向に
もっていきたい（笑）。

さて昨今は、環境意識が世界的に一段と高まってきて
いる。それは SDGs とかサーキュラ―エコノミー、カー
ボンニュートラルといった言葉に表れている。企業は、
そうした環境重視の流れと無関係ではいられなくなった。

私たちの業界は、サーキュラーエコノミーという意味
では多大な貢献をしている。その点をもっと PR しても

よいのではないだろうか。
先日も自治体の方と話をし

たが、税金を使わなければサー
キュラーエコノミーができな
いというわけでもないだろう。
紙を燃やさず、すべてリサイ
クルする、そんなことができ
るようになればよいと思う。

古紙業界も今後、ますます
進化していきたいと思ってい
る。本年もよろしくお願い申
し上げる。

＊
〔理事長挨拶〕 栗原正雄 理事長

紙に書かれる文字や絵は、心安らかに日常を過ごすために欠

かせないもの

今年は年初から厳しい幕開けとなった。元日の能登半
島地震により、古紙業界でも北陸ブロックを中心に被害
が伝えられている。引き続き状況の把握に努め、助け合
いの手を差し伸べていけるようにしたいと思う。

紙の消費量は年々減っている。古紙も発生量の減少に
歯止めがかからない。そうした状況下だが、全原連の取
組みの一端を紹介する。

古紙業界における SDGs の取組みを市民の皆さんに
知ってもらいたいとの思いから、われわれは昨年、啓蒙
活動のためのリーフレットを作って 1,200 余の自治体に
送った。

リーフレットは「資源になる紙」と「ならない紙」に
ついてまとめたもので、初期分別の重要性について、よ
り一層、正確な知識を身につけていただきたい――そん
な思いから制作したものだ。

全国製紙原料商工組合連合会　新年会

古紙はサーキューラーエコノミーに
多大な貢献、啓発用のリーフレットも
作成

寄稿・株式会社紙業タイムス社

〔開会の辞〕 石川喜一朗
副理事長

われわれの当面の課題は、製紙原料にならない紙製容
器包装の混入防止である。本年は経産省の支援のもと、
この課題に取り組んでいく。
紙とそこに書かれる文字や絵は、私たちが心安らかに
日常を過ごすために欠かせないものだ。世界中の人々に、
もっと紙に親しんでほしいと思う。
最後に、本年が皆さま方にとって幸多き年となるよう
祈念する。

＊
〔来賓祝辞〕 資源リサイクル推進議員連盟　松原 仁 事務局長

（衆議院議員）／今後も皆さまの商売繁盛に貢献していきたい

本来であれば資源リサイクル
推進議員連盟会長の甘利衆議
院議員がご挨拶すべきところだ
が、所要で海外出張中につき
出席が叶わないので、代役とし
て不十分ではあるが、私こと松
原が事務局長という立場から一
言ご挨拶を申し上げる。
栗原理事長、先ほどは有用
なお話を、どうもありがとう
ございます。栗原理事長が話
されたように、資源リサイクルのレベルをさらに上げ、
より純度・練度の高いものにしていく――これが本年一
つ目の課題だと思う。
現在、全国各地・各家庭でさまざまなゴミ分別が行わ
れているが、このレベルを一律に上げていくことで質の
高いリサイクルができる。
紙は資源リサイクルが最も進んでいる分野である。日
本はこの分野で世界の先頭を歩んでいるが、それをさら
に追求していこうという理事長の言葉に感銘を受けた。
さて本年の二つ目の課題は現在、葉梨衆議院議員が中

心になって取り組んでいる古紙の持ち去り防止である。
早急に法整備を進めいくつもりだが、どういう法体系、
どういう理屈にすれば現行の法規と整合性がとれるの
か、先般の総会においても議論し、資源リサイクル推進
議員連盟でさらに詰めていくことになっている。
さて私はかねてより、日本は静脈産業を育てていくこ
とが大切だと考えている。紙はすでに、そのモデルケー
スになっている。中国がレアメタルで資源外交をするな
ら、私たちはそれをリサイクルしていくことで競争力を
高めたい。
しかし、こうした取組みは進取の気性に加え、業界の
皆が一致団結していかないとできないことだ。リサイク
ル議連としては今後も甘利会長の指導のもと、古紙業界
を発展させ、皆さまの商売繁盛に貢献していきたいと
思っている。本年も何卒よろしくお願い申し上げる。

＊
〔来賓祝辞〕 経済産業省 製造産業局 素材産業課　土屋博史 

課長／能登半島地震に際しての迅速な物資提供に感謝

わが国の国内投資は今や
100 兆円規模となり、これは
30 年来の高い水準だ。成長と
改革の道筋をしっかりつけ、
潮目が変化する中で必要な政
策を持続・継続していく――
政府一丸となって取り組んで
いかねばならないと思ってお
いる。
古紙リサイクルは、資源循
環型社会の先行事例だ。先ほ
どのお話にもあったが、その質をさらに高めていくため
に尽力されていることは本当にありがたいし心強い。国
民の分別意識を高めていくためのリーフレット作成な
ど、こういう取組みは大切なことだと思う。
紙の業界の皆さまには、いつも必要な物資を安定供給
していただいており感謝しているが、このたびの令和 6
年能登半島地震においても、初動段階で迅速に物資の提
供などに努められ、大変お世話になった。この場を借り
て、改めて御礼を申し上げる。
さて、資源循環、カーボンニュートラル、GXなどは
これからも、政府として政策を進めていく。紙の業界も
含め、分野別の投資戦略を用意している。国内の投資を
促進するパッケージも準備が整っている。資源循環をさ
らに進めていくための、200 を超える施策もある。ぜひ、

「紙とそこに書かれる文字や絵は、私たちが心安らかに日常
を過ごすために欠かせないもの」と挨拶する栗原正雄 理事長

〔来賓祝辞〕 松原 仁
衆議院議員（資源リサイ 
クル推進議連・事務局長）

〔来賓祝辞〕 土屋博史
経済産業省　製造産業局
素材産業課 課長
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全国製紙原料商工組合連合会は 1 月 25 日、東京・台
東区の浅草ビューホテルで新年会を開催した。

冒頭、開会の辞を石川喜一朗 副理事長（中部商組：
石川マテリアル）が述べた後、栗原正雄 理事長（関東
商組：栗原紙材）が挨拶。その後、来賓を代表して資源
リサイクル推進議員連盟の松原仁 事務局長（衆議院議
員）、松島みどり氏（衆議院議員）、葉梨康弘 副幹事長（衆
議院議員）、日本製紙連合会の加来正年 会長（王子ホー
ルディングス）、古紙再生促進センターの長谷川一郎 代
表理事（レンゴー）、経済産業省製造産業局素材産業課
の土屋博史 課長が登壇し、それぞれ祝辞を述べた。

その後の祝宴ではアトラクションとして、地元浅草の
芸子衆による「新春の舞」が披露されるなどした。中締
めは岩渕慶太 副理事長（九州商組：イワフチ）、閉会の
辞は大久保信隆 副理事長（関東商組：大久保）が行い、
和やかなうちに新年会は終了した。

以下、各氏の発言をピックアップする。
＊

〔開会の辞〕 石川喜一朗 副理事長

サーキュラーエコノミーへ多大な貢献を果たしている古紙業

界

昨年は、いろいろな出来事があった。特にスポーツで
は感動をいただき、希望をいただいた。今年は辰年。つ
まり、中日ドラゴンズを優勝させる――そういう方向に
もっていきたい（笑）。

さて昨今は、環境意識が世界的に一段と高まってきて
いる。それは SDGs とかサーキュラ―エコノミー、カー
ボンニュートラルといった言葉に表れている。企業は、
そうした環境重視の流れと無関係ではいられなくなった。

私たちの業界は、サーキュラーエコノミーという意味
では多大な貢献をしている。その点をもっと PR しても

よいのではないだろうか。
先日も自治体の方と話をし

たが、税金を使わなければサー
キュラーエコノミーができな
いというわけでもないだろう。
紙を燃やさず、すべてリサイ
クルする、そんなことができ
るようになればよいと思う。

古紙業界も今後、ますます
進化していきたいと思ってい
る。本年もよろしくお願い申
し上げる。

＊
〔理事長挨拶〕 栗原正雄 理事長

紙に書かれる文字や絵は、心安らかに日常を過ごすために欠

かせないもの

今年は年初から厳しい幕開けとなった。元日の能登半
島地震により、古紙業界でも北陸ブロックを中心に被害
が伝えられている。引き続き状況の把握に努め、助け合
いの手を差し伸べていけるようにしたいと思う。

紙の消費量は年々減っている。古紙も発生量の減少に
歯止めがかからない。そうした状況下だが、全原連の取
組みの一端を紹介する。

古紙業界における SDGs の取組みを市民の皆さんに
知ってもらいたいとの思いから、われわれは昨年、啓蒙
活動のためのリーフレットを作って 1,200 余の自治体に
送った。

リーフレットは「資源になる紙」と「ならない紙」に
ついてまとめたもので、初期分別の重要性について、よ
り一層、正確な知識を身につけていただきたい――そん
な思いから制作したものだ。

全国製紙原料商工組合連合会　新年会

古紙はサーキューラーエコノミーに
多大な貢献、啓発用のリーフレットも
作成

寄稿・株式会社紙業タイムス社

〔開会の辞〕 石川喜一朗
副理事長

われわれの当面の課題は、製紙原料にならない紙製容
器包装の混入防止である。本年は経産省の支援のもと、
この課題に取り組んでいく。
紙とそこに書かれる文字や絵は、私たちが心安らかに
日常を過ごすために欠かせないものだ。世界中の人々に、
もっと紙に親しんでほしいと思う。
最後に、本年が皆さま方にとって幸多き年となるよう
祈念する。

＊
〔来賓祝辞〕 資源リサイクル推進議員連盟　松原 仁 事務局長

（衆議院議員）／今後も皆さまの商売繁盛に貢献していきたい

本来であれば資源リサイクル
推進議員連盟会長の甘利衆議
院議員がご挨拶すべきところだ
が、所要で海外出張中につき
出席が叶わないので、代役とし
て不十分ではあるが、私こと松
原が事務局長という立場から一
言ご挨拶を申し上げる。
栗原理事長、先ほどは有用
なお話を、どうもありがとう
ございます。栗原理事長が話
されたように、資源リサイクルのレベルをさらに上げ、
より純度・練度の高いものにしていく――これが本年一
つ目の課題だと思う。
現在、全国各地・各家庭でさまざまなゴミ分別が行わ
れているが、このレベルを一律に上げていくことで質の
高いリサイクルができる。
紙は資源リサイクルが最も進んでいる分野である。日
本はこの分野で世界の先頭を歩んでいるが、それをさら
に追求していこうという理事長の言葉に感銘を受けた。
さて本年の二つ目の課題は現在、葉梨衆議院議員が中

心になって取り組んでいる古紙の持ち去り防止である。
早急に法整備を進めいくつもりだが、どういう法体系、
どういう理屈にすれば現行の法規と整合性がとれるの
か、先般の総会においても議論し、資源リサイクル推進
議員連盟でさらに詰めていくことになっている。
さて私はかねてより、日本は静脈産業を育てていくこ
とが大切だと考えている。紙はすでに、そのモデルケー
スになっている。中国がレアメタルで資源外交をするな
ら、私たちはそれをリサイクルしていくことで競争力を
高めたい。
しかし、こうした取組みは進取の気性に加え、業界の
皆が一致団結していかないとできないことだ。リサイク
ル議連としては今後も甘利会長の指導のもと、古紙業界
を発展させ、皆さまの商売繁盛に貢献していきたいと
思っている。本年も何卒よろしくお願い申し上げる。

＊
〔来賓祝辞〕 経済産業省 製造産業局 素材産業課　土屋博史 

課長／能登半島地震に際しての迅速な物資提供に感謝

わが国の国内投資は今や
100 兆円規模となり、これは
30 年来の高い水準だ。成長と
改革の道筋をしっかりつけ、
潮目が変化する中で必要な政
策を持続・継続していく――
政府一丸となって取り組んで
いかねばならないと思ってお
いる。
古紙リサイクルは、資源循
環型社会の先行事例だ。先ほ
どのお話にもあったが、その質をさらに高めていくため
に尽力されていることは本当にありがたいし心強い。国
民の分別意識を高めていくためのリーフレット作成な
ど、こういう取組みは大切なことだと思う。
紙の業界の皆さまには、いつも必要な物資を安定供給
していただいており感謝しているが、このたびの令和 6
年能登半島地震においても、初動段階で迅速に物資の提
供などに努められ、大変お世話になった。この場を借り
て、改めて御礼を申し上げる。
さて、資源循環、カーボンニュートラル、GXなどは
これからも、政府として政策を進めていく。紙の業界も
含め、分野別の投資戦略を用意している。国内の投資を
促進するパッケージも準備が整っている。資源循環をさ
らに進めていくための、200 を超える施策もある。ぜひ、

「紙とそこに書かれる文字や絵は、私たちが心安らかに日常
を過ごすために欠かせないもの」と挨拶する栗原正雄 理事長

〔来賓祝辞〕 松原 仁
衆議院議員（資源リサイ 
クル推進議連・事務局長）

〔来賓祝辞〕 土屋博史
経済産業省　製造産業局
素材産業課 課長
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こうした仕組みを活用していただきたい。
また、2025 年には大阪万博が開催される。昨年から
チケットも販売されている。こうしたイベントもビジネ
スの活性化に寄与すると思うので、ぜひ皆さん積極的に
活用してください。

＊
〔来賓祝辞〕 日本製紙連合会　加来正年 会長（王子ホール

ディングス）／引き続き古紙の安定供給に努めてほしい

全原連の皆さまには常日頃、
古紙の安定供給を通じて製紙
産業の発展に寄与していただ
いていることに、改めて御礼
を申し上げる。
さて、昨年はコロナが 5 類
に移行し生活が正常化してい
く中で、コロナ後の社会の在
り方を社会全体が模索した一
年でもあった。
世界では米国が好景気に湧
く中、中国、欧州などに停滞が見られ、ロシアとウクラ
イナの戦争が予想以上に長期化、またイスラエルとパレ
スチナの関係悪化など、地政学上のリスクが顕在化した
一年でもあった。
わが国においてはインバウンド需要の増加とともに、
サービス業が緩やかに回復し始めた。また賃上げも進ん
でいることから、個人消費の伸びも期待できそうだ。
だが紙・板紙の生産量減少に伴い、古紙の発生減少が
止まらない。今後、何か想定外の事態が生じた時には一
転、古紙不足に陥る可能性も否定できない。
また製紙業界にとって、古紙の価格が安定しないのは

“持続的”ではない。価格が不安定ではリサイクルシス
テムの維持強化も難しくなってしまうのでは、と危惧し
ている。
製紙産業は 2025 年までに古紙利用率 65％を目指して
いたが、すでに 2022 年の段階で 66.3％と目標を達成し
ている。ただし、これはグラフィック用紙の生産が大幅
に減少し、古紙を多用する段ボール原紙などの割合が相
対的に上昇した結果にすぎない。
古紙品質の劣化や原料として使用可能な古紙の発生減
少を危惧しているが、全原連におかれては引き続き古紙
の安定供給に努めていただけるよう、心よりお願い申し
上げる。

＊

〔来賓祝辞〕 古紙再生促進センター　長谷川一郎 代表理事

（レンゴー）／古紙のリサイクルで世界から賞賛される日本

にしていこう

私たち古紙再生促進セン
ターは今年で創立 50 周年を迎
える。この間、全原連の皆さ
ま方とは古紙回収率の向上、
消費者の方々に対するリサイ
クルの啓蒙活動など、常に一
体となって活動してきた。
現在、日本は古紙の回収率
が 82％、利用率が 66％という
世界最高レベルの古紙リサイ
クル社会になった。50 年前の
古紙回収量は 600 万 t で、41％の回収率だった。そこか
らどんどん上がっていき、2006年にはピークとなる2,300
万tの古紙を回収できた。この時の回収率が71％である。
しかし、その後、古紙の回収量は減少傾向をたどって
いる。昨年は 1,700 万 t で、回収率 82％だった。この間、
いろいろなことがあった。古紙は余った時もあれば足り
ない時もあったが、いつも全原連の皆さまと一体となっ
て取り組んできた。今後も一段と協力関係を深め、リサ
イクルにおいて世界から賞賛される日本にしていこうで
はないか。

＊
〔来賓祝辞〕 資源リサイクル推進議員連盟　松島みどり（衆

議院議員）／税制優遇措置や助成金制度を有効に活用して

私は中小企業政策を 20 年以
上、担当してきたので、本日
は会場におられる皆さまの役
に立つと思われる話を 3 つほ
どさせていただく。
まず一つ目。中小企業はオー
ナー会社が圧倒的に多い。そ
してオーナー会社が銀行から
お金を借りる際には個人保証、
つまり社長の家屋や土地など
を担保に入れないと貸してく
れない。これでは真面目に事業を営んでいても、不幸に
して倒れた時に大変なことになってしまう。それで、こ
の融資と個人保証の二つを切り離せるようにしたいと、
そういう活動をしてきた。
昨年 2月の予算委員会でも質問をさせていただき、金

〔来賓祝辞〕 加来正年
日本製紙連合会 会長

〔来賓祝辞〕 長谷川一郎
古紙再生促進センター
代表理事

〔来賓祝辞〕 松島みどり
衆議院議員（資源リサイ
クル推進議員連盟）

融庁が 4月に通達を出した。その結果、2023 年度の上期
においては、新規融資の47％が個人保証なしに実現した。
前年は 33％だったので、約 1.5 倍近くに増えたことにな
る。だから皆さまも「個人保証の縛りは、もう解いても
らいたい、こんなことでは次の後継者にバトンタッチも
できない」と、きちんと声を挙げてほしいと思う。
二つ目は人手不足の話。政府の今の取組みは、価格転
嫁と賃上げである。先に自民党の税調で話し合って決め
たのは、会社の総人件費が増えた場合、税の控除を行う
というものだ。総人件費は、1人当たりの賃金が上がれ
ば増えるし、雇用者数が増えても増える。今、赤字で税
金を払っていないから関係ないという会社も中にはある
かもしれないが、最長 5年間の繰り越しができるので、
先行投資と思って賃上げや雇用拡大に取り組んでいただ
きたい。
最後に三つ目として中小企業庁の補助金について。中
企庁では、さまざまな補助金を用意している。例えば新
しい機械を導入すると、補助金が得られる。対象はいろ
いろあるので、ぜひ調べてみていただきたい。また本業
であるリサイクル以外の事業を始めたいとか、そういう
時のための補助金もある。年に複数回は補助金を申請で
きるので、ぜひ利用してください。
日本の優れた技術をぜひ諸外国にも伝えてほしいです
し、逆に諸外国の優れた技術はどんどん取り入れて、ま
すます発展していっていただきたい。

＊
〔来賓祝辞〕 資源リサイクル推進議員連盟　葉梨康弘 副幹事

長（衆議院議員）／古紙持ち去りの規制法案を今国会で成立

させたい

年初に大変な出来事があっ
た。今、復興復旧の作業が行
われているが、今年 1 年が終
わる頃には「ああ、皆で頑張っ
た年だったな」と思える年に
したい。
さて、今国会は大荒れにな
りそうだが、私たちは襟を正
して政治不信を招かないよう
に、しっかりした責任の取り
方をしないといけないと思っている。
そうしないと、大事な法案が見送りになってしまうか
もしれない。私どもリサイクル議連で議論してきた古紙
の持ち去り問題。これを規制するための法案を今国会で

成立させたいと思っている。これが進まなければ、国家
の損失になる。法案の条文はほぼ出来上がっているし、
そのためのプロジェクトチームも立ち上げた。日本国民
のためになる法律だから、成立できないと困る。
幸い、私たちリサイクル議連は超党派の集まり。野党
の先生方もいらっしゃるので一緒に頑張っていきたいと
思っている。

＊
〔閉会の辞〕 大久保信隆 副理事長

働く人たちにとって、よい業界にしよう

デジタルというすごいものが出てきて、紙の需要が減
少している。しかし紙には固有の文化があることを忘れ
ないでほしい。
私たち原料商は集めるのが仕事。原料商として、メー
カーさんが「安心して使えるよ」というものをしっかり
集めないといけない。
石川副理事長が先ほど、全部集めるようにするとおっ
しゃってました。メーカーさんに「全部使えるよ」と言っ
てもらえるようになりたい。
段ボールは 100％の回収率で、輸出をしている状態。
そうした中で中国が 2020 年に、「海外の古紙はいらない
よ」と言ってきた。でも、ほかに欲しいところはあるの
だから放っておけばよい。そういうリサーチをするため
に、古紙再生促進センターがある。
私たち古紙業界は長年、ブラック企業だと思われてき
た。それで今後の取組みだが、今年からもう日曜日は受
け取りをやめるようにしたい。１日くらい、安心して休
める日を作るというのは経営者として、しなくてはなら
ないことだ。物流の 2024 年問題というのは労働時間を
少なくする、そういう課題だと思っている。働く人たち
にとって、よい業界にしましょう。これをもって閉会の
辞とさせていただく。

〔来賓祝辞〕 葉梨康弘
衆議院議員（資源リサイ
クル推進議連・副幹事長）

〔中締め〕 岩淵 啓太
副理事長

〔閉会の辞〕 大久保信隆
副理事長
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こうした仕組みを活用していただきたい。
また、2025 年には大阪万博が開催される。昨年から
チケットも販売されている。こうしたイベントもビジネ
スの活性化に寄与すると思うので、ぜひ皆さん積極的に
活用してください。

＊
〔来賓祝辞〕 日本製紙連合会　加来正年 会長（王子ホール

ディングス）／引き続き古紙の安定供給に努めてほしい

全原連の皆さまには常日頃、
古紙の安定供給を通じて製紙
産業の発展に寄与していただ
いていることに、改めて御礼
を申し上げる。
さて、昨年はコロナが 5 類
に移行し生活が正常化してい
く中で、コロナ後の社会の在
り方を社会全体が模索した一
年でもあった。
世界では米国が好景気に湧
く中、中国、欧州などに停滞が見られ、ロシアとウクラ
イナの戦争が予想以上に長期化、またイスラエルとパレ
スチナの関係悪化など、地政学上のリスクが顕在化した
一年でもあった。
わが国においてはインバウンド需要の増加とともに、
サービス業が緩やかに回復し始めた。また賃上げも進ん
でいることから、個人消費の伸びも期待できそうだ。
だが紙・板紙の生産量減少に伴い、古紙の発生減少が
止まらない。今後、何か想定外の事態が生じた時には一
転、古紙不足に陥る可能性も否定できない。
また製紙業界にとって、古紙の価格が安定しないのは

“持続的”ではない。価格が不安定ではリサイクルシス
テムの維持強化も難しくなってしまうのでは、と危惧し
ている。
製紙産業は 2025 年までに古紙利用率 65％を目指して
いたが、すでに 2022 年の段階で 66.3％と目標を達成し
ている。ただし、これはグラフィック用紙の生産が大幅
に減少し、古紙を多用する段ボール原紙などの割合が相
対的に上昇した結果にすぎない。
古紙品質の劣化や原料として使用可能な古紙の発生減
少を危惧しているが、全原連におかれては引き続き古紙
の安定供給に努めていただけるよう、心よりお願い申し
上げる。

＊

〔来賓祝辞〕 古紙再生促進センター　長谷川一郎 代表理事
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現在、日本は古紙の回収率
が 82％、利用率が 66％という
世界最高レベルの古紙リサイ
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万tの古紙を回収できた。この時の回収率が71％である。
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して倒れた時に大変なことになってしまう。それで、こ
の融資と個人保証の二つを切り離せるようにしたいと、
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昨年 2月の予算委員会でも質問をさせていただき、金
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においては、新規融資の47％が個人保証なしに実現した。
前年は 33％だったので、約 1.5 倍近くに増えたことにな
る。だから皆さまも「個人保証の縛りは、もう解いても
らいたい、こんなことでは次の後継者にバトンタッチも
できない」と、きちんと声を挙げてほしいと思う。
二つ目は人手不足の話。政府の今の取組みは、価格転
嫁と賃上げである。先に自民党の税調で話し合って決め
たのは、会社の総人件費が増えた場合、税の控除を行う
というものだ。総人件費は、1人当たりの賃金が上がれ
ば増えるし、雇用者数が増えても増える。今、赤字で税
金を払っていないから関係ないという会社も中にはある
かもしれないが、最長 5年間の繰り越しができるので、
先行投資と思って賃上げや雇用拡大に取り組んでいただ
きたい。
最後に三つ目として中小企業庁の補助金について。中
企庁では、さまざまな補助金を用意している。例えば新
しい機械を導入すると、補助金が得られる。対象はいろ
いろあるので、ぜひ調べてみていただきたい。また本業
であるリサイクル以外の事業を始めたいとか、そういう
時のための補助金もある。年に複数回は補助金を申請で
きるので、ぜひ利用してください。
日本の優れた技術をぜひ諸外国にも伝えてほしいです
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年初に大変な出来事があっ
た。今、復興復旧の作業が行
われているが、今年 1 年が終
わる頃には「ああ、皆で頑張っ
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の損失になる。法案の条文はほぼ出来上がっているし、
そのためのプロジェクトチームも立ち上げた。日本国民
のためになる法律だから、成立できないと困る。
幸い、私たちリサイクル議連は超党派の集まり。野党
の先生方もいらっしゃるので一緒に頑張っていきたいと
思っている。
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〔閉会の辞〕 大久保信隆 副理事長

働く人たちにとって、よい業界にしよう

デジタルというすごいものが出てきて、紙の需要が減
少している。しかし紙には固有の文化があることを忘れ
ないでほしい。
私たち原料商は集めるのが仕事。原料商として、メー
カーさんが「安心して使えるよ」というものをしっかり
集めないといけない。
石川副理事長が先ほど、全部集めるようにするとおっ
しゃってました。メーカーさんに「全部使えるよ」と言っ
てもらえるようになりたい。
段ボールは 100％の回収率で、輸出をしている状態。
そうした中で中国が 2020 年に、「海外の古紙はいらない
よ」と言ってきた。でも、ほかに欲しいところはあるの
だから放っておけばよい。そういうリサーチをするため
に、古紙再生促進センターがある。
私たち古紙業界は長年、ブラック企業だと思われてき
た。それで今後の取組みだが、今年からもう日曜日は受
け取りをやめるようにしたい。１日くらい、安心して休
める日を作るというのは経営者として、しなくてはなら
ないことだ。物流の 2024 年問題というのは労働時間を
少なくする、そういう課題だと思っている。働く人たち
にとって、よい業界にしましょう。これをもって閉会の
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〔閉会の辞〕 大久保信隆
副理事長

KANTOU224_四校.indd   15 2024/03/28   14:38



No.224 2024（R6）4-20

16

令和 5年 10月 1日から始まったインボイス
制度。戸惑いながら対応している日々ではない
でしょうか。始まる前と始まった後では、疑問、
悩みなど違うものになっているようです。
さて、令和 6年 1月 18日アートホテル日暮
里ラングウッドで、組合主催のインボイス制度
講習会が開催されました。（20社40名弱参加）
組合員の皆さんが、インボイス制度を理解し、
より簡単に経理処理ができるようになればと考
え特集しました。

インボイス制度の概要

インボイス制度とは
　〈売手側〉

　 　売手である登録事業者は、買手である取
引相手（課税事業者）から求められたとき
は、インボイスを交付しなければなりませ
ん（また、交付したインボイスの写しを保
存しておく必要があります）。

　〈買手側〉
　　 　買手は仕入税額控除の適用を受けるため

に、原則として、取引相手（売手）である

登録事業者から交付を受けたインボイス
（※）の保存等が必要となります。

（※） 買手は、自らが作成した仕入明細書等の
うち、一定の事項（インボイスに記載が
必要な事項）が記載され取引相手の確認
を受けたものを保存することで、仕入税
額控除の適用を受けることもできます。

適格請求書（インボイス）とは
売手が買手に対して、正確な適用税率や消費

税額等を伝えるものです。
具体的には、現行の「区分記載請求書」に「登

録番号」、「適用税率」及び「消費税額等」の記
載が追加された書類やデータをいいます。

インボイス制度の講習内容

①インボイス制度の概要

・ 令和 5 年 10 月 1 日に開始された、複数税率の
下で適正な課税を確保するための仕入税額控
除の方式

・ 買手が仕入税額控除を受けるためには、一定

株式会社斎藤英次商店　花崎　留美

特集
「インボイス制度」の講演

講師　東京国税局　藤原早紀 国税審査官
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の記載事項を記載した帳簿のほか、売手から
インボイスの交付が必要。売手がインボイス
交付するためには事前に所轄の税務署に対し
インボイスの適格請求書発行事業者登録を行
い、登録番号を取得しなければならない。

②インボイスの記載事項・取引時の注意

・ （インボイス制度前）①請求書発行者の氏名又
は名称、②取引年月日、③取引の内容、④税
率ごとに区分していた合計の対比の額（税込）、
⑤軽減税率の対象品目である旨、⑥請求書受
領者の氏名又は名称の記載

　 （インボイス制度導入後）上記に加えて、登録
番号、適用税率、消費税額の記載

・ これまでは可能だった受領者（買手）による
記載事項④・⑤の追記が不可に

　※ 記載事項に不備があった場合は、売手に再
発行の依頼

・ インボイス登録事業者は買手の求めに応じて、
インボイスの交付義務、写しの保存が義務化

・ インボイス記載事項は複数の書類（請求書と
納品書等）に関連づけでも可能

・ 記載事項が満たされていれば書式（様式）や
名称の定めなし　請求書、納品書、領収書、
レシート等　手書きでの発行も可能

・ 不特定多数の者に対して販売する小売業、飲
食店、タクシー業等に係る取引は簡易インボ
イスの発行が可能

　※ 通常インボイスとの違いは「消費税額と適
用税率のいずれか一方の記載で良い」、「交
付を受ける会社名の記載が不要」の 2 点

③売手の留意点

　インボイス発行事業者には、原則、以下の義
務が課される。
・ 相手（買手）から交付を求められたら発行す

る義務
・ 値引や返品など、対価の返還等を行う場合、

返還インボイスを交付する義務（1 万未満は
交付不要）
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・ 発行済みのインボイスの内容に修正がある場
合、修正したインボイスを交付する義務

・ 交付したインボイスの写しの保存義務（内容
がわかる場合は、全部コピー保存は不要）

④買手の留意点

・ 再生資源取引の際、売手はインボイスの発行
が必要だが、買手は帳簿のみ保存で仕入額控
除が可能

・ 帳簿のみの保存場合は「課税仕入れの相手方
の氏名又は名称・取引年月日・取引内容・対
価の額」に加えて「課税仕入れ相手の住所又
は所在地・特例の対象となる旨」を記載

　※ ただし、公共交通機関特例の対象事業者に
限り、帳簿に住所又は所在地の記載は不要。

・ 自動販売機・自動サービス機による課税仕入
（自販機で会議の際に提供する飲料を購入し
た、など）、また使用の際に証票が回収される
課税仕入（施設入場時に回収される入場券な
ど）に対する特例が設定されている。（3 万円
未満の場合のみ）該当する仕入は帳簿に住所
の記載が不要とする改正予定。

・ 免税事業者から課税仕入れにかかる経過措置
（免税事業者から受領する区分記載請求書と
同様の事項が記載された請求書の保存、経過
措置の適用を受ける旨を記載した帳簿保存が
必要）

⑤税額計算方法等

・ 売上税額及び仕入税額の計算は「積上計算」
または「割戻計算」の選択可能

　 積上計算：インボイスに記載がある消費税額
を積み上げて計算

　 割戻計算：適用税率ごとの取引総額を割り戻
して計算

　※ 売上税額の計算を「積上げ計算」にした場
合は、仕入税額は「積上げ計算」のみ。

　　 売上税額の計算を「割戻し計算」にした場

合、仕入税額は「積上げ計算」「割戻し計
算」のいずれかを選択可。

⑥その他

・ インボイス公表サイトでの登録番号の検索結
果と、インボイスに記載された名称（屋号）
が異なる場合でも、登録番号自体が有効であ
れば正しいインボイスとして仕入税額控除可
能

　 （例　領収証には○○スーパーと書かれていた
が、公表サイト上で登録番号を検索したら×
×商事株式会社となっている場合）

・ 電子インボイスは EC サイトのマイページな
どで税法に定める保存期間、検索可能な形で
随時確認できるような状態であれば、仕入税
額控除のためにダウンロードしておく必要は
ない

・ クレジットカード利用の場合は、クレジット
カード利用明細書では仕入税額控除はできな
い。購入時の領収書等の保存で仕入税額控除
が可能

　※  ETC については、クレジットカード利用
明細書とダウンロードした利用証明書を合
わせることで仕入額控除可能

・ 税務調査の運用については、軽微な記載不備
を目的とした調査は実施しておらず、まずは
制度の定着を図ることが重要であり柔軟に対
応する

⑦質疑応答

Q. インターネット上に登録番号の記載がある仕
入先であっても、別途登録番号を入手しなけれ
ばならない点は今後も変わらない？
A. インターネット上に記載されているインボイ
ス番号は、個々の取引に明確に関連付けられて
いるものではないので、適格請求書の記載事項
としては認められない。
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Q. 個人による古紙の持ち込みは住所不要となっ
ているが、その認識で正しいか？
A. 再生資源の仕入はインボイス発行事業者かど
うかに関係なく仕入税額控除となる特例に指定
されており、住所を含め一定の事項を記載した
帳簿のみで仕入税額控除が可能だが、その中で
も個人（＝事業者以外）の場合は帳簿に住所を
記載しなくてもよい。（個人事業主の場合はここ
での「個人」ではなく法人扱いとなるため要注
意。業として古紙回収を行っている者ではなく、
一般家庭等からの持ち込みに対しての仕入支
払。）

（参考：インボイス制度に関するＱ＆Ａ　問 110）

Q.「帳簿のみの保存で仕入控除が認められる場
合」として「適格請求書発行事業者でない者か
ら再生資源及び再生部品の購入」との記載があ
るが、これは登録番号がない定期的に取引のあ
る事業者も対象としてよいか？
A. 上記の通り、仕入税額控除の特例に該当する
ため対象としてよい。
　※ 定期的な取引の有無は仕入税額控除の可否

に影響しない

Q. インボイス発行後に誤りがあった場合は、訂
正できるか？またそれには期限があるか？
A. 訂正は可能で、その際は必ず修正したインボ
イスを交付すること。
訂正期限の定めはないが、訂正の結果納税額に
影響が出る場合、更正申告の期限が元の申告か
ら 5 年以内となる点には留意が必要。

インボイス制度講習会の感想

インボイス制度が始まって数カ月経過しまし
たが、今回講習会に参加して、自社で正しい処
理ができているのかどうかを見直すことができ
ました。

日々の業務に追われる中で時間を作ってイン
ボイス制度について知識を深める機会は今まで

なかったので、今回の講習会に参加できたこと
を大変嬉しく思います。特に、国税局のご担当
者様の生の声でインボイス制度の説明を頂けた
ことは貴重な経験でした。

具体例を挙げると、実務を行う上で消費税の
計上方法の見直しやクレジットカード利用時の
証憑保存が複雑な処理になっており、本当にこ
れで合っているかどうかが不安でしたが、これ
らが正しい処理方法なのだと確認することがで
きました。

また、自動販売機での飲料や回収されるチケ
ット購入時のインボイス保存不要特例で、更に
住所等の記載も不要となったことなど、最新の
情報もご教授いただけました。

インボイス制度が始まり、社内フローが変更
になった点が多数あります。その中で、処理を
行っている自分自身でも処理が複雑でわかりに
くいと感じる部分もありますし、社内で同じこ
とを感じている人がいるということも耳にして
おります。今後は、自ら最新の情報を入手でき
るように努力するとともに、複雑になっている
部分の改善を図り、インボイス制度に対応した
スムーズな処理が行える環境作りをしていきた
いと思います。

〔講師〕 東京国税局　藤原早紀 国税審査官
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お問い合わせ先
ビジネスソリューション営業第一部
営業担当︓柿崎 貴信
TEL︓03-4233-0945　FAX︓03-5463-1138
＊旧社名 東芝ソリューション販売株式会社

2019年7月1日より社名変更となりました。

システムは「所有」から「利用」へ！

シンプルで
即戦力！

セキュリティと
災害に強い！

サーバ購入
・管理不要！

公益財団法人　古紙センターが集団回収団体に感謝状を贈呈

当日は、東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、
群馬県、栃木県、茨城県の各支部長から推薦し
て頂いた 13 の団体を招き、古紙センターを代表
して昇塚関東地区委員長が集団回収活動を労い
祝辞と感謝を述べ贈呈式が開かれました。

また、13 団体の中の 1 団体は集団回収特別活
動賞※も授与されました。

受賞団体を代表して特別活動賞団体の相談役
森田弘氏が活動内容の概略を説明し、謝辞を述
べました。

受賞団体は自治会、学校、PTA など多彩です。
特別活動賞団体は栃木県の小山市中小学校。

森氏の説明では中小学校の「ほたる飛び交う中
地区を目指す運動の会」は同校の近くの川に児
童が育てた蛍の幼虫を放流し、もう一度蛍が飛
び交う自然を復活させたいという児童の夢の実
現のための費用に、集団回収を実施。PTA が主
体となって、校内の回収場所に古紙を持ち寄り、

回収業者が年 2 回収集している、と述べました。

贈呈式の閉会に際し、関東商組・大久保理事
長がお礼を込めて挨拶。「集団回収で集められた
古紙はとても品質が良く、紙リサイクルに携わ
っている私どもにとって大変ありがたく思って
おります。集団回収はご家庭の皆さんの協力が
前提で、その地域を取りまとめている団体の役
員の皆様方の尽力に敬意を表する次第です。

古紙のリサイクルは、分別収集とその持続が
とても大事です。今後とも集団回収を続けて頂
きますようお願い申し上げます。」と謝辞。

※ 集団回収特別活動賞…集団回収で得た収益金
の一部を公益・社会福祉の増進や教育などに
活用し顕著な実績を残す活動団体に授与する
賞。

（渉外広報・IT委員会　相談役　須長　利行 記）

関東商組が推薦する 13 団体が受賞

令和6年1月30日、浅草ビューホテルで、
関東商組から推薦された集団回収の 13団
体が、古紙再生促進センターから感謝状と
記念品を贈呈されました。
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東 京 都 西 支 部

愛媛・広島 視察研修報告
� 三弘紙業（株）　吉住�英樹

［研修期間］ 2023年12月6日（水）～12月8日（金）
［参 加者］ （株）平松商店　　　平松　邦明

（支部長）

 （株）國光　　　　　朝倉　行彦
 （株）中田　　　　　中田　章
 （株）小池商店　　　小池　茂男
 （株）富澤　　　　　冨澤　進一
 （株）市川商店　　　市川　哲也
 （株）工藤商店　　　島田　秀彦
 井出紙業（株）　　　井出　一之
 三弘紙業（株）　　　吉住　英樹

　　　　　（敬称略・順不同）計 9 名

東京都西支部では、ここ数年「世界遺産」や
「異業種」を学ぶ事をテーマに研修旅行を実施し
てきましたが、今年も引き続き歴史的な土地や
産業見学などを巡る旅となりました。

① 12月 6日（水）
早朝、羽田に集合し空路松山へ出発。
到着後早速バスで内子町へ。
内子町は江戸時代後期から明治時代にかけて

木蝋（もくろう）の生産によって栄えた町で当
時の面影が色濃く残っている街並みです。約600
ｍの通りに伝統的な造りの町屋や豪商の屋敷が
当時のまま軒を連ねており、タイムスリップし

たような情景をゆっくりと散策しました。

昼食は愛媛郷土料理の“鯛めし”や“さつま
汁”を堪能し、昼食後はバスにて「日本で一番
海に近い駅」と言われている下灘駅へ。

ホームの目の前がすぐに海という景観で、SNS
映えするスポットには多くの若者が訪れ、我々も
若者に交じり海をバックに写真撮影。その後バ
スは、瀬戸内海を望む海沿いを走り、松山城へ。

松山城は、松山市の中心部にある標高 132m
の城山（勝山）山頂に本丸があり、裾野に二之
丸（二之丸史跡庭園）、三之丸（堀之内）があ
る、広大な平山城です。賤ヶ岳の合戦で有名な
七本槍の一人、加藤嘉明が築き、日本で 12 か所
しか残っていない「現存 12 天守」のうちの一つ
で、日本 100 名城にも選ばれています。

支 部 だ よ り

下灘駅にて

内子町・昔の商店風景
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高台にそびえ、攻守機能に優れ、連立天式天
守を構えたとても美しいお城で、お城の中のか
なり急こう配の階段をつたい天守閣まで登ると、
城下に道後温泉や瀬戸内海を見下ろす眺望に感
動しました。引き締まった黒をベースにした重
厚感に溢れ、一見の価値があるお城でした。

お城見学の後、「坂の上の雲ミュージアム」を
見学。有名な司馬遼太郎の著書「坂の上の雲」
をテーマとした歴史博物館で、松山出身の秋山
兄弟や正岡子規を始めその当時の歴史背景など

に関する資料が多数展示されています。小説を
読んでいてもいなくても順を追って学べ、松山
城から坂の上の雲ミュージアムまでをセットで
見学したことで戦国時代から明治、大正時代ま
での流れがよくわかり非常に有意義な時間を過
ごせました。

初日の夜は松山市内の繁華街にて四国商組所
属の（株）カネシロの小池社長と合流し、美味
しい料理に舌鼓を打ちながら楽しい夜を過ごし
ました。

② 12月 7日（木）
二日目は「エリエールカントリー松山」にて

小池社長にも参加頂き、無事楽しくラウンドが
出来ました。プレー後は高速ジェット船にて広
島へ移動。中国商組所属の（株）　岩本商店　岩
本専務と合流しての懇親会で、2 日目の夜も大
いに盛り上がりました。サプライズゲストとし
て、九州商組所属の梅野商店（株）梅野社長に
も同席して頂き、誠に有難うございました。

③ 12月 8日（金）
最終日は広島市内にある「マツダミュージア

ム」を見学。マツダミュージアムは、実際に自
動車を組み立てている現場も見学出来る施設で、
過去のレトロカーやルマン優勝車・未来のコン
セプトカーなども多数展示されており、レトロ
カーの前では皆が当時の思い出話で盛り上がり
ました。

車好きでなくとも面白い展示が多数されてい
ました。

松山城の歴史を学ぶ参加者たち

松山城にて エリエールゴルフクラブ松山にて

松山城・急こう配の階段
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複数の車種が同じレーンで組み立てられ、約
15 時間で一台の新車が完成すると聞き、システ
マチックで効率的な作業内容に驚き、意外に短
い時間で組み立てられるものだとの印象を受け
ました。

マツダ（株）が創業時のコルク製造会社から
現在の自動車会社へと発展していく過程で、様々
な時代の変化に対応してきた歴史と今後未来へ
の展望がよくわかる施設でした。

見学後は、呉に移動。海軍カレーを食べ、大
和ミュージアムと海上自衛隊　呉資料館（てつ
のくじら）を見学しました。

大和ミュージアムの館内に展示されていた
“1/10 スケールの戦艦大和”の模型は、かなり
大きく圧巻でした。

戦前から戦後復興まで産業港として栄えた呉
の歴史を学び、終戦間際に人間魚雷に乗り込ん
だ人たちの手記がとても印象に残りました。

松山での戦国時代から明治大正時代を経て、
呉では戦前戦後の昭和から現在までと歴史を数

珠繋ぎで学んだ研修となりました。
三日間の研修で色々な場所に伺い、色々なお

話が出来た貴重な研修旅行でした。
尚、この度の研修旅行に際し、お忙しい中、

快くご同席頂きました小池社長、岩本専務、梅
野社長にはこの場をお借りし、改めて御礼申し
上げます。また参加者の皆様には旅行中、大変
お世話になり感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

マツダミュージアム・オート三輪

戦艦大和（１／１０スケールの模型）

潜水艦の操舵室（てつのくじら　にて）
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三紙
会

一年生

株式会社 工藤商店

島田　秀彦

今回のお題は「一年生」一年生にも色々ある
が「小学一年生」「中学一年生」「高校一年生」

「大学一年生」となり社会人になって一年未満が
「一年生」で何かを始めて日が浅い者を「一年
生」と呼びますね。私も還暦を過ぎ定年まであ
と少しなのでその後に、何かを始めるとなると

「一年生」になります。
さて小学一年生と言えばランドセルですね。

今の形は日本でしか使われていないようですが
元々は、オランダから日本にやって来た「ラン
セル」と言うバックパックが始まりの様です。

「ランセル」がなまって「ランドセル」と呼ばれ
たようです。私の小学一年生の時、ランドセル
の色は、男子は黒色で女子は赤色が主流でした。
今やカラフルなランドセルが流行りだして色選
びが大変になってきているのではないでしょう
か。ご両親やおじいちゃん、おばあちゃんに買
ってもらう楽しみもありますね。「一年生」と言
う言葉は変わりませんが時代は移り変わって来
ています。

紙リサイクルコンテスト 2023 の表彰式が
行われました。私は、今回も学校教育の専
門家が並ぶ最終審査員の末席に加わらせて
いただきました。

2023 年は、作文 775、ポスター 2,468 の作
品が集まりました。作文とポスターが集めら
れるのは、作文は、自分の意見を文章にして
相手に伝えようとすることが求められ、ポス
ターは自分の意見を自由に構成して相手に伝
えようとすることが求められているからです。

今回、ポスターの作品数が増えて、作文
が減ったのですが、その背景は、絵画を学
ぶ環境が増えていること、スマホの、お絵描
きアプリ、イラストアプリが普及しているこ

とがあります。このような環境の変化が、小
中学生の絵を描く水準を高め、文字から映
像、写真、絵画などに表現を移しています。

表彰式では、この作品に取り組んだ経緯、
作品の意図について、作者たちが檀上で述
べていました。

作者たちは、コンクールに挑戦している。
競い合い、入賞することを目指していると言
っていました。また、紙が生まれ変わるこ
と、分別を正しくすること、自分が規則正し
い生活をすること、居住地域が規則正しい
生活をすることなどが、作品に取り組む意
義であると言っていました。

私が全国製紙原料商工組合連合 理事長
賞に選んだのは、小学校 1 年生の描いたポ
スター、　かみのまじっく！　です。親子の
ペンギンがとても可愛らしく、お母さんペ
ンギンが子供ペンギンに、トイレットペー
パーの作り方を説明している絵です。本誌
に掲載しています。ご覧ください。

 （編集人／斎藤　大介）
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